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＜新たな指標の情報提供＞ 

作況指数の集計を取りやめることにつきまして、統計委員会及び産業統計部会のご

審議において前年との比較だけではなく、中長期的な視点の統計も必要等とのご指摘

をいただき、第 135回産業統計部会（８月 29日開催）において、平年収量に替わるも

のとして前年だけではない過去の収量と比較したデータの提供を行う方針をご説明し、

第 136回産業統計部会（９月 10日開催）において、生産現場では前年や直近年の収量

と比較している場合が多いこと、さらに、近年の高温による収量への影響を反映する

観点から、できるだけ直近年と比較することが望ましいと考え、直近５か年から豊凶

年を除外した５年中３年平均を新たな指標とすることをご説明させていただいたとこ

ろです。 

 

ただ、新たな指標の名称については「作況指数」という名称が、収穫量全体の多い、

少ないを表す指標との認識が見られ、報道でも一部「需給の見通しに影響を与えてい

る」といった記載があるなど、作況指数が需給の見通しのベースだという認識もみら

れる中、その名称については慎重に検討する必要があることから、検討中とさせてい

ただいていたところです。 

 

その後、新たな指標の名称については、 

・収穫量全体ではなく、単位面積（10 アール）当たりの比較（単収の比較）であるこ

とをより明確化する 

・作況指数に替わる出来不出来についての新たな指標であることがわかることにする 

観点から、「作況単収指数」としたいと考えておりますので、ご審議いただきますよう

よろしくお願いします。 
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